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１．ＳＣ杭パイルスタッド工法概要

ＳＣ杭パイルスタッド工法は、外殻鋼管付き既製コンクリート杭（ＳＣ杭）の頭部に取り付けた杭径より

大きな外径を有する拡幅端板の適切な位置に、溶接性に優れた異形棒鋼（パイルスタッド）を有資格者が

スタッド溶接することにより、杭と基礎スラブとを接合する技術である。

２．ＳＣ杭パイルスタッド使用材料

１　パイルスタッド　（スタッド溶接専用異形棒鋼） ２　フェルール
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杭仕様

杭径 杭種 杭本数 鉄筋径 呼び長さ 本／１杭
備考

パイルスタッド仕様

４．ＳＣ杭パイルスタッド工法　標準施工フロー　　　　　　　　　　

　　（詳細は、本工法評価概要報告書の「設計・施工マニュアル」による）
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１　カラーの不整・欠損　　　
２　磁気吹き（ア－クブロ－）
３　端部鋼板溶接面の清掃など

≪製品検査≫
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注：施工は、日本スタッドウェルディング㈱発行の
　　「ＳＣ杭パイルスタッド溶接技術講習会受講証」
　　を授与された者が行う。　　　　　　　　　　　

２０１８年３月作成

製品検査項目および判定基準

項目 検査方法 判定基準

外観検査 目視による全数検査
①　カラーがスタッド全周に包囲していること。

②　アンダーカットが無いこと。

仕上り高さ 目視による全数検査 設計寸法－０～＋４ｍｍ

傾き検査 ゲージによる抜き取り検査 θ≦５°

曲げ検査

検査治具等 罫書き線に対して杭半径方向に±２ｍｍ以内溶接位置精度検査

パイプ曲げまたはハンマー打撃曲げ
溶接部に割れその他欠陥が生じないこと。

による抜き取り検査

５．本工法用ＳＣ杭の構造規定

（１）杭径より大きな本工法専用の拡幅端板を取り付けてあるＳＣ杭に適用する。

　　　なお、ＳＣ杭の杭径と適用鋼管厚の組合せは、下表の通りとする。

杭径 適用鋼管厚（ｍｍ）

φ４００ ４．５～２０

φ４５０　～φ７００　 ４．５～２２

φ８００　～φ１０００ ４．５～２５

φ１１００～φ１２００ 　　６～２５

（３）拡幅端板材質　　：ＳＭ４９０Ａ，Ｂ，ＣまたはＳＮ４９０Ｂ，Ｃのいずれか

　　　拡幅端板厚　　　：１９ｍｍ

（２）ＳＣ杭の鋼管材質：ＳＫＫ４００，ＳＫＫ４９０，ＳＴＫ４００，ＳＴＫ４９０

（４）拡幅端板寸法規定：内径は杭内径と等しく、外径は杭外径＋４０ｍｍ以上とする。

６．パイルスタッドの配筋規定

（１）パイルスタッドの配置径は、”杭径－鋼管厚”とする。

（２）１杭当りの配筋本数は６本以上かつ１杭当りのパイルスタッド降伏耐力が鋼管の降伏耐力を

　　　上回らない配筋本数とする。

（３）パイルスタッドは配置径上になるべく均等に配筋する。

　　　また、下表に示す鉄筋サイズごとの最小鉄筋間隔を確保すること。

呼び名 最小鉄筋間隔（ｍｍ）

Ｄ１３ ４６

Ｄ１６ ５０

Ｄ１９ ５３

Ｄ２２ ５８

Ｄ２５ ６６

※表中数値は、「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」（日本建築学会）に基づく


